
主催：	 協賛：

明治記念館
〒107‐8507 東京都港区元赤坂2‐2‐23
●JR中央・総武線「信濃町駅」下車 徒歩3分
●地下鉄 銀座線、半蔵門線「青山一丁目駅」下車 2番出口 徒歩6分
●地下鉄 大江戸線「国立競技場駅」下車 A1出口 徒歩6分

（無料専用駐車場がございます）

【当日のご連絡先】
明治記念館　TEL 03-3746-7711

会場のご案内

2023年9月22日（金）　9時50分～18時00分期 日

お申込み方法

❶�別添の申込書に必要事項をご記入のうえ、FAX、Ｅメールまたは郵送にてお送り願います。
お電話によるお申込みはご予約とさせていただきます。

❷�お申込み多数の場合は、申込書による受付順に締め切らせていただく場合がありますこ
とをご了承願います。
❸�申込書到着後、請求書と聴講証をお送りいたします。開催３日前までに届かない場合に
はご連絡願います。なお、開催日近くにお申込みの場合には、当日受付にてお名刺を１枚
ご提出くださいますようお願いいたします。
❹�参加費のお振込みは請求書到着後、開催日までにお願いいたします。参加費の払戻しは
いたしませんので、あらかじめご了承願います。

❺領収証ご入用の場合は、申込み時に別途ご連絡願います。

講 師 みずほ証券株式会社	取締役社長 浜 本　吉 郎　氏

財務省	財務官 神 田　眞 人　氏

株式会社KKRジャパン	会長 斉 藤　　 惇　氏
東京大学先端科学技術研究センター
フェロー 御 厨　　 貴　氏

金融庁	長官 栗 田　照 久　氏
ソニーフィナンシャルグループ株式会社
代表取締役社長	兼	CEO 遠 藤　俊 英　氏

会 場 明治記念館 （東京・元赤坂）

参 加 費 49,500円 （テキスト代、	昼食・レセプション費用、	消費税含む）
※２人目以降の参加費は上記の半額	（同時申込みの場合に限る）

主な対象者 主要行、 中小・地域金融機関、 金融サービス関連企業の経営トップ・幹部
（定員100名）	※交代聴講可

金融の未来を金融の未来を
切り拓く切り拓く

お 願 い
●�レコーダーやカメラなど画像・音声記録機器の使用はご遠慮ください。
●�テキスト、資料等は当日会場でお渡しいたします。参加者以外の方にはお頒けいたしません。
●�参加される方のご都合が悪くなった場合は、代理の方のご出席をご検討願います。
●�クールビズにての参加をお願いいたします。
●�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、当会の判断で必要な措置を実施する場合があります。
●�プログラムの内容・時間割等は、予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承願います。

お問合せ先

一般社団法人  金融財政事情研究会 
事務局

〒160-8519  東京都新宿区南元町19
TEL：03（3358）0018
FAX：03（3359）7947
E-mail：jimu-seminar@kinzai.or.jp

ウェブサイト
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https：//www.kinzai.jp/
seminar/top2023/



　「金融が存在するのは、家計と企業に奉仕するためである。（中略）われわれが求める金融機関とは、業務範囲が絞られ、はっき
りとした建設的な目的を持ち、それを達成するのに適した経営システム、ガバナンス体制、資本構造を備えたものである」（ジョ
ン・ケイ『金融に未来はあるか』 2015年 藤井真澄訳 ダイヤモンド社 2017年）―本書で、ジョン・ケイ教授は、金融の基本的
な目的と非金融経済のニーズがかけ離れていった過程を詳らかにしました。既にある資産の組換えで収益を上げるトレーディ
ング事業の台頭は、新たな資産を創造するという伝統的なビジネスモデルを脇に追いやり、また金融業界の肥大化を招きまし
た。他方、金融システムはいまだ脆弱であり、規制強化だけでは解決できないことを示唆し、金融機関経営者に対しては、「他人
の金（Other People's Money）」を扱うことの善管注意義務・忠実義務を真っ当に果たすべきだと警鐘を鳴らしました。
　コロナ禍は、以前から起こっていたさまざまな環境変化を一気に加速させました。金融機関経営においては、世界経済の不
安定化や人口減が進む国内の構造問題に直面し、さらにＤＸ・サステナビリティへの対応を求められるなど、一層リスクが複雑
化しています。未来予測が困難なVUCA（ブーカ）の時代にあって、いまこそ「金融とは何のためにあるのか」「われわれの顧客
はどこにいて、何を求めているのか」を問い直すチャンスです。
※講師、演題、時間等は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

13：30
　～14：20

東京大学先端科学技術研究センター フェロー　御厨 貴 氏

日本政治の行方、これからの政党
◉プロフィール

【御厨 貴（みくりや たかし）氏】1975年東京大学法学部卒業。専門は近代日本政治史、オー
ラル・ヒストリー。東京都立大学教授、政策研究大学院大学教授、東京大学先端科学技術研
究センター教授、放送大学教授、サントリーホールディングス株式会社取締役などを歴任。
2020年4月より現職。1996年に『政策の総合と権力』（東京大学出版会）でサントリー学芸
賞受賞、97年に『馬場恒吾の面目』（中公文庫）で吉野作造賞受賞。

14：30
　～15：20

金融庁 長官　栗田 照久 氏

金融行政の当面の課題と方針
◉プロフィール

【栗田 照久（くりた てるひさ）氏】1987年大蔵省（現財務省）入省。2006年金融庁監督局総
務課監督調査室長、総務企画局総務課企画官（金融担当大臣秘書官事務取扱）、監督局総務
課監督企画室長、証券課長、総務企画局企業開示課長、監督局銀行第一課長、総務企画局
総務課長、参事官（監督局担当）、監督局長、総合政策局長を経て、23年7月より金融庁長官

（現職）。

15：30
　～16：20

ソニーフィナンシャルグループ株式会社 代表取締役社長 兼 CEO　遠藤 俊英 氏

金融の未来を探る
◉プロフィール

【遠藤 俊英（えんどう としひで）氏】1982年東京大学法学部卒業、同年大蔵省（現財務省）入
省。84年英国ロンドン大学（LSE）留学（経済学修士）。金融庁では、2014年検査局長、15年
監督局長などを歴任し、18年7月から2年間長官を務めた。退任後の20年11月から、ソニー
株式会社（現ソニーグループ株式会社）のシニアアドバイザーを務めた。23年6月より、ソ
ニーグループ株式会社 上席事業役員、ソニーフィナンシャルグループ株式会社 代表取締役
社長 兼 CEOに就任。

16：30～18：00 レセプション

Session
Ⅳ

9：30 開　場

9：50 主催者挨拶　一般社団法人金融財政事情研究会 理事長　加藤 一浩

10：00
　～10：50

みずほ証券株式会社 取締役社長　浜本 吉郎 氏

金融リテラシー
～資産所得倍増への挑戦～
◉プロフィール

【浜本 吉郎（はまもと よしろう）氏】1990年慶應義塾大学経済学部卒業、同年日本興業銀行
（現みずほフィナンシャルグループ）入社。2011年みずほ証券金融市場営業第一部長、18
年みずほセキュリティーズアジア社長、19年みずほ証券執行役員、20年みずほフィナンシャ
ルグループ常務執行役員、みずほ証券常務執行役員、21年みずほ証券取締役社長（現職）。

11：00
　～11：50

財務省 財務官　神田 眞人 氏

世界経済の大変容と国際政策対応
◉プロフィール

【神田 眞人（かんだ まさと）氏】1987年大蔵省（現財務省）入省。金融庁総務企画局参事官、
主計局次長、大臣官房総括審議官、国際局長などを歴任。2021年7月より財務官。世界銀行
に理事代理や審議役として出向。東京大学法学部卒業、オックスフォード大学経済学大学院
修了。16年よりOECDコーポレートガバナンス委員会議長。

11：50～12：30 昼　食

12：30
　～13：20

株式会社KKRジャパン 会長　斉藤 惇 氏

コーポレートガバナンスを活かす経営
◉プロフィール

【斉藤 惇（さいとう あつし）氏】1963年慶應義塾大学商学部卒業、 同年野村證券入社。95年
野村證券副社長。99年住友ライフ・インベストメント最高経営責任者。2003年産業再生機
構社長。07年6月東京証券取引所社長、同年8月東京証券取引所グループ社長。13年株式会
社日本取引所グループ取締役兼代表執行役グループCEO。15年KKRジャパンに会長として
参画。17年11月から22年12月まで日本野球機構会長を務めた。23年1月よりKKRジャパン
会長に再任。

2023年9月22日（金）

Session
Ⅴ

Session
Ⅱ

Session
Ⅲ

Session
Ⅵ

2308①3300

Session
Ⅰ

金融の未来を切り拓く
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